
 
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 

学校名（   三重県立菰野高等学校   ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 〇地域から愛され信頼される学校 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

〇自分を大切にし、他者を思いやる心を持ち、基本的な生活習慣やマナー、言葉遣

いを身につけ、自ら挨拶ができる生徒 

〇確かな基礎学力と、何事にも積極的に取り組む姿勢を身につけ、郷土を愛し地域

や社会を支える意欲を持つ生徒 

ありたい 

教職員の姿 

〇生徒一人ひとりの夢や目標の実現に向けて、目的や方法を共有し、常に連携・協

働する教職員 

〇互いに支え合い、学び合うことで授業力・生徒指導力をはじめとする教育力の向

上に努め、生徒や保護者、地域の方々から信頼される教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

【生 徒】学習や部活動を通じて自分の成長を実感できる、充実した高校生活 

【保護者】安全・安心な学校、卒業後の自立に向けた基礎学力の定着と社会性の涵養 

【地 域】公共心とマナーの育成、地域社会との連携・貢献、部活動の活性化 

【企業等】基礎学力や体力、何事にも積極的に取り組む姿勢やコミュニケーション能

力など、社会的・職業的自立に必要な資質・能力の育成 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

【保護者】学校の取組や子どもの状況に

ついての共有 

【地 域】地域に貢献する人材の育成 

     地域行事等への積極的な参加 

【企業等】社会的・職業的自立に必要な資

質・能力の育成 

【保護者】学校における教育活動への理解

と協力 

【地 域】生徒が地域活動に参加する機会

の増加 

【企業等】社会的自立に必要な資質の育成

や職業教育への協力 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

○ 人前で発表する経験は成長の大切な機会であり、「こもガク」など、生徒が地域

活動に参加する機会を継続的に確保することが重要。 

○ 規律を守るよう指導するだけでなく、生徒たちの意見を引き出し、生徒たちが

自身で考えて決定できる場面を増やしていくことが大切。 

○ 学校での学習の目的が将来の自己実現のためであることをしっかり伝えると

ともに、進路変更に際しては多様な学びの形態があることを伝えることが必要。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

基礎力診断テストなど外部指標の活用により、学習面における生徒の現状や課題

は明確となっており、全教職員で共有のうえ、取組が進められている。また、部活動

を通じた地域交流や、菰野町と連携した公共事業への協力活動は、生徒にとって豊

かな学びの機会となっている。 

一方、学習意欲の低い生徒や、部活動や学校行事に積極的に参加できない生徒、

高校生としてのルールが守れない生徒もおり、全ての生徒が学校生活に積極的に

取り組めるような手立てや規範意識を高めるための取組が必要となっている。ま

た、多様な教育ニーズを抱えていたり、特別な支援や配慮を必要とする生徒には、

それぞれの状況に応じて、保護者や関係機関と連携しながら、きめ細かい対応を行

う必要がある。 



 

学校運営等 

「目指す学校像」は教職員間で共有されており、教職員は協力して取組を進めて

いるが、取組を一層効果的なものとするためには、課題を焦点化して、高い精度で

方向性を一致させていくことが必要である。一方で、教職員数が少ないため、個々

の教職員の校務の平準化による偏りのない学校運営や、互いに支え合い助け合う

同僚性の構築、教職員の多忙化解消に取り組む必要がある。 

また、積極的な情報発信や地域との連携により、保護者や地域、中学生などに本

校の教育活動への理解を促していく必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

○基礎力診断テストなど外部指標の活用により、以下の取組を進める。 

・ 基礎学力定着のための手立てについて効果検証し、授業改善を進めるととも

に、シラバスの内容を再検討する。 

・ ２学年から３学年にかけての学力停滞を解消し、３年間を通して確実に基礎学

力の定着が進むよう、研究を行う。 

○総合的な探究の時間についての研究を一層進め、生徒一人ひとりが命を大切に

し、自他を尊重する態度を育むとともに、自らの将来像を具体的に描くことで学

習意欲の向上につながるよう取り組む。 

○地域の活性化に取り組む地元の方や地元企業との連携、地域行事への参加など

を通じて、地域社会の担い手となる人材の育成に取り組む。 

○生徒会活動や部活動など、生徒が自己決定し自主的・自発的に取り組む活動の促

進により、生徒一人ひとりの資質向上と、学校のより一層の活性化を目指す。 

学校運営等 

○効果的な職員研修や、同僚性を基盤としたＯＪＴの推進により、教職員としての資

質を向上できるような組織作りに努める。 

○教育課題についての組織的な取組を強化し、職務の平準化と問題行動の未然防

止を図ることにより、教職員の総勤務時間を縮減する。 

○菰野町や地元企業との連携、地域の教育力の積極活用や効果的な情報提供によ

り、地域と学校との相互理解を深め、学校運営に対する地域の方の提言、応援の

機会を増やす。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

【アドミッション・ポリ

シー】 

○規範意識や基本的生活習慣が身についている生徒 

○毎日の授業を大切にできる生徒 

○学校行事や部活動、地域活動などに積極的に取り組める生徒 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教育課程 

 

 

 

 

 

 

学力向上委員会を定期的に実施し、基礎力診断テス

トの結果など外部指標を活用し、３年間を通した基礎学

力定着のための手立ての効果検証や見直し、総合的な

探究の時間の研究に取り組む。 

 

 

 

学力向上委員会を年間

３回実施し、総合的な探究

の時間での学習内容の振

り返りや、外部模試の効

果的な活用法など、生徒

のより深い学びにつなが

る学習計画作りに取り組

◎ 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

学習指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域に根ざ

した教育 

 

 

 

 

 

 

生徒指導 

特別支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校全体の授業改善に資するため、授業公開週間

（年間２回）を実施し、改善点について共有するなど、授

業力向上に取り組む。また、教科指導をはじめ、ICT を

積極的に活用して、より効果的な教育活動が実践でき

るよう、教職員のスキルアップに取り組む。 

 

 

 

 

 

３年間を見通した計画により、年間を通して進路に

関するガイダンス・講話・ＬＨＲ等を行う（1学年６回、２学

年８回、３学年12回）。 

３年生に対して全教職員による面接練習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が地域の方々や職業など多様な人々と関わり

ながら、地域の産業等の協力を得て、地域の活性化や

課題解決に取り組む教育実践に取り組む。 

 

 

 

 

 

生徒会を中心に、いじめ防止のための活動に取り組

み、保護者が参加するマナーアップ運動も行う。生徒指

導部と各学年とが緊密に連携して一人ひとりの生徒に

丁寧に関わるとともに、授業ルールの徹底や、定期的

に実施する全校集会での講話を通じ、問題行動の未然

防止につなげる。 

また、学年や分掌を超えて、個々の生徒の状況に応

じて適切に対応できるよう、生徒指導部・教務部・学年・

人権教育担当・特別支援コーディネーターによる情報

共有会議を定期的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

んだ。 

 

授業公開を６月と11月

に実施し、教員が相互に

授業見学を行って授業力

向上に取り組んだ。 

５月の授業参観では、

在校生、中学生の保護者

から菰野高校の教育活動

について前向きな意見を

たくさんいただいた。 

 

進路ガイダンス等を外

部機関と連携して実施

し、生徒の進路意識向上

に努めた。  

（1学年１１回、2学年１4

回、3学年１2回）  

3 年生に対しては、全

教職員による面接練習を

2 回行うことで、進学就

職ともに希望する進路の

実現につなげることがで

きた。 

 

地域創生イベント「こも

ガク祭」に参加し、地域の

活性化に取り組んだ。 

菰野町から依頼を受

け、美術の授業で「菰野町

７０周年記念ロゴマーク」

のデザインを作成した。 

 

生徒会によるいじめ防

止活動や保護者参加のマ

ナーアップ運動を計画ど

おり実施し、学校全体の意

識向上につながった。生徒

指導部と各学年が連携し

て生徒一人ひとりに丁寧

に関わり、授業ルールの徹

底や全校集会での講話を

通して、問題行動の未然防

止に一定の成果が見られ

た。 

隔週で校内人権委員会、

いじめ防止委員会を兼ね

て、情報共有会議を実施

し、個々の生徒に応じた対

応を迅速かつ適切に対応

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

人権教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動指導 

生徒会活動 

 

 

 

 

 

教育活動全体を通じて、生徒一人ひとりが自分を大

切にし、他者を思いやる心を育むとともに、生命を大

切にし、いじめ・暴力を根絶するための教育に取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習環境を整備し、社会的規範意識や環境問題への

興味関心を醸成するため環境美化月間の取組を行う。

（年２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳しい状況を想定した防災教育を実施する（年間２回

以上）。また、避難訓練の状況も踏まえて、防災計画を

点検し、必要な見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高等学校総合体育大会や全国高等学校総合文化

祭をはじめとする大会やコンクール等への出場を目標

に部活動の活性化や競技力の向上を図る。 

また、体育祭や文化祭をはじめとする生徒会行事に

おいて、「する」・「みる」・「支える」など個に応じた関わ

することができた。年間の

取組はすべて実施され、

おおむね満足できる結果

となった。 

 

校内委員会を年間１６回

開催し、人権教育推進に

向けて活動を行った。各

学年各学期にそれぞれの

テーマに基づき人権 HR

等を行った。３月には外

部講師を招き、『性的指

向・性自認に係る人権課

題』をテーマに人権意識

の向上を目指した講演会

を実施した。 

 

安全な環境づくりのた

め、年間３回（６月・１１月・１

月）安全点検を実施した。  

また、環境美化に努める

ため美化月間を年間２回

（６月・１１月）実施し、地域

のゴミ拾いや校内清掃を

美化委員・ボランティア生

徒・運動部員総勢３１５名

で行った。 

 

７月１４日に地震と火災

を想定した避難訓練を実

施した。教員が行う放送

ではなく、実際の校内火

災緊急放送を使用して訓

練をすることができた。 

１２月１２日に１・３年生

は防災講話、２年生は防

災体験を行った。１年生は

講話後に防災 LHR を行

い、場面を想定した地震

対策を深めることができ

た。防災体験ではロープ

ワークや止血体験を行

い、実践的に学ぶことが

できた。 

 

部活動では、弓道部とレ

スリング同好会が東海大

会に出場した。美術部は昨

年度みえ高文祭で最優秀

賞に選出された生徒が香

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 



 
り方を通じて、豊かな人間性を育むため、生徒会活動

の充実を図る。 

川県で行われた全国高等

学校総合文化祭で作品の

展示を行った。 

生徒会では、学校行事を

通じて生徒の人間性の発

展を目的に創意工夫を凝

らして取り組むことがで

きた。さらに、生徒会新聞

を発行することで、生徒会

の活動を学校全体に報告

する機会も設けた。 

また、生徒指導部と協力

して校則について話し合

う場を設けた。生徒が自分

自身の学校生活の送り方

について深く考える機会

が生まれ、生徒会活動が

より充実したものとなっ

た。 

改善課題 

・  ２学年以降で発生しやすい学力停滞の解消に向け、基礎力診断テストの一層の結果分析を行ったところ、

進路希望の実現に重要なのは「基礎学力の定着」と「社会性の涵養」であることが改めて確認できた。こうし

た知見を生徒の指導に積極的に反映し、意欲的な学校生活や生徒指導の充実へとつなげる必要がある。 

・  総合的な探究の時間については、令和６年度に策定した基本計画に則って進め、年度末に課題や修正点を

出し合って見直しを行った。今後も持続的な検討を重ねる中で、生徒一人ひとりが具体的な将来像とその

道筋を描き出し、学習意欲の向上につなげられるような内容にしていく必要がある。 

・  公共交通機関利用促進に向けた取組など、菰野町唯一の高校だからこそ得られる学びの機会を学校の魅

力向上につなげられるよう、検討を一層進める必要がある。 

 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

組織運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題を焦点化し、全教職員で共有することで方向性

を一致させ、組織的取組を強化するとともに、個々の

教職員の校務の平準化により、バランスの取れた学校

運営に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基礎力診断テストの分析

結果を共有し、本校生徒の

苦手分野をふまえたシラ

バスの見直しを行った。２

年生以降で発生しやすい

学力停滞の解消について

も組織的な取組を進めて

いく。課題への組織的取組

を効果的に進めるため、

業務の平準化にも一層取

り組む必要がある。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
職員研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域との 

連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場風土の 

醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善や校務の効率的化など、教育課題に対する

効果的な取組推進のための研修及びベンチマーキング

を実施する（２回以上）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者・保護者・地域の方・地元中学校等への情

報提供をきめ細かく行うため、学校ホームページの更

新（月１回以上）とともに、報道機関に対する情報提供を

積極的に行う。 

中学生やその保護者に、本校教育活動への理解を促

進し、生徒募集に繋げるため、情報発信の仕方や機会

の充実を図る。 

 

 

菰野町唯一の県立高校としての役割を自覚し、生徒・

教職員ともに地域の行事等に積極的に参加する（年間

４回以上）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期首・中間・期末面談を活用し、教職員と校長のきめ

細かな意志疎通を図る。また、コンプライアンスの遵守

を徹底するため情報共有を図るとともに、風通しがよ

く相談しやすい職場風土を醸成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育課題に対する最新

の知見を得るため、教職

員１名を、独立行政法人教

職員支援機構が行う中央

研修に派遣し、そこでの学

びついて校内で還流した。

９月には Benesse の基

礎力診断テストで実績を

あげた他校の数学科教員

を講師として招聘し、授業

改善のための校内研修を

実施した。 

 

学校ホームページの更

新を定期的に行うととも

に、授業参観（５月）、高校

生活入門講座（８月）、学校

説明会（１０月、２月）を開催

し、一年間を通じて中学生

が参加できる機会を設け

た。 

 

地域創生イベント「こも

ガク祭」に参加し、地域活

性化に取り組んだ。（再掲） 

 菰野地区「ふれあいまつ

り」に参加及び運営協力を

行い、地域に貢献した。 

 菰野地区公民館「菰野コ

ミュニティ学習プログラ

ム」に協力し、地域の高齢

者と交流した。 

 菰野町から依頼を受け

た「健康寿命延伸プロジェ

クト」に取り組んだ。 

 

機会を設けて日常的に

職員居室を訪れ、意思疎通

を図った。県教育委員会か

ら派遣された、いじめ対策

アドバイザーを活用し、

「いじめの基礎理解と法的

観点」（８月）、「個々の生徒

の特性を踏まえた生徒対

応」（１０月）をテーマに、コ

ンプライアンスミーティン

グを年２回実施して、職員

の意識向上と相談しやす

い職場風土の醸成に努め

た。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 



 
総勤務時間 

の縮減 

教職員が心身の健康を維持し、意欲的に、かつゆと

りを持って教育活動に取り組めるよう、時間外労働時

間を削減し、休暇の取得を促進するなど、総勤務時間

の縮減を図るための具体的な取組を進める。 

 

【活動指標】 

・設定した日の定時に退校できた職員の割合  

90.0％以上 

 

・予定どおり休養日を実施できた部活動の割合 

95.0％以上 

 

・放課後に開催して60分以内に終了した会議の割合 

90.0％以上 

 

【成果指標】 

・時間外在校等時間が年360時間を超える教員数 

０人 

 

・時間外在校等時間が月 45 時間を超える教職員の

延べ人数  ０人 

 

・一人あたりの月平均時間外在校等時間 

15.0時間以下 

 

・一人あたりの年間休暇取得日数    30.0日以上 

 

 

 

 

 

 

【活動結果】（ ）は前年度比 

・定時退校日達成率 

9１．６％（０．２％減） 

 

・部活動休養日達成率 

  ９8．９％（０．４％増） 

 

・６０分以内の会議 

１００％（前年同様） 

  

【成果】 

・年３６０時間越え教員 

３人（１人増） 

 

・月４５時間越延べ人数 

２１人（３人減） 

 

・平均時間外在校等時間 

１１．８時間 

（１．２時間減） 

・平均休暇取得日数 

２４．６日（２．３日増） 

 

改善課題 

・  全ての生徒に確かな学力を確保し、進路希望の実現を支援していけるよう、校内研修の充実や関係機関

の研究会等に積極的に教職員を派遣し、新鮮な発想や活力の呼び起こしに努める必要がある。 

・  情報発信に引き続き力を注ぐとともに、発信方法の見直しや新たな発信方法の検討を通じて、発信力を

高めていく必要がある。 

・  菰野町唯一の県立高校として「地域から愛され、信頼される学校」を実現するとともに、生徒の自己肯定

感を高め、学びの機会を確保するため、地域との連携を一層進める必要がある。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・  生徒が社会に出るところから逆算して取組を進めていることは良い。 

・  部活動も含めて、できるだけ地域と連携しながら教育活動を推進していくことが

大切である。 

・  地域連携の中で、総合的な探究の時間等を活用して、地域の活性化にも関わるよ

うな教育活動を進めていけると良い。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・  外部テスト等を活用し、生徒一人ひとりの学習到達度を一層的確に把握するとと

もに、それぞれの学習到達度をふまえた事後指導の方策について検討を進める。 

・  総合的な探究の時間の取組内容については、生徒一人ひとりが具体的な将来像と

その道筋を描き出し、学習意欲の向上につなげられるような内容となるよう、持続

的な検討を重ねる。 

・  菰野町唯一の高校だからこそ得られる学びの機会が、参加した生徒だけのものに



 
ならないよう、報告や還流、話し合う機会の創出などを通じて生徒全体に学びが還

元されるよう取り組む。 

学校運営について

の改善策 

・  ９月に実施した、授業改善のための校内研修では、実践的で効果的な授業の進め

方について学ぶことができた。こうした具体的な知見を得て効果的な取組を行った

り、積極的な意見交換ができるよう、校内研修の充実や、校外の研修会及び先進校視

察に教職員を派遣するなどして学校全体の教育力を高める。 

・  学校ホームページの更新に努めるともに、高校生活入門講座など、これまでの情

報発信の取組の効果検証を引き続き行い、効率的な発信に努める。 

・  地域との連携による諸活動の機会は増えており、以前より多くの生徒が貴重な学

びの機会を得ることができている。引き続き地域との連携を進めるとともに、参加

した生徒の学びが全体に還元されるよう取組を進めていく。 

 


